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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第60期
第３四半期
連結累計期間

第61期
第３四半期
連結累計期間

第60期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年12月31日

自平成24年４月１日
至平成24年12月31日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（百万円） 86,278 91,359 118,518

経常利益（百万円） 5,253 6,127 7,180

四半期（当期）純利益（百万円） 2,896 3,518 4,151

四半期包括利益又は包括利益
（百万円）

2,834 3,730 4,334

純資産額（百万円） 117,909 120,130 119,409

総資産額（百万円） 138,565 140,101 142,247

１株当たり四半期（当期）純利益
金額（円）

72.20 87.68 103.46

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額（円）

－ － －

自己資本比率（％） 85.1 85.7 83.9

　

回次
第60期
第３四半期
連結会計期間

第61期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

自平成24年10月１日
至平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額
（円）

29.97 38.04

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

２【事業の内容】
　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】
  当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
（１）業績の状況　

　当第３四半期連結累計期間の経済環境は、東日本大震災後の復興需要などを背景に緩やかな持ち直しが感じら

れたものの、欧州の財政不安や新興国経済の足踏みなどにより、先行き不透明な状況で推移いたしました。

　住宅市場は、新設住宅着工戸数が４月から12月までの累計で前年比6.5％増となり、堅調な回復傾向にありま

す。

　このような状況の下、市場の要求に応えた環境負荷低減商品、各種機能性商品などを開発し、非住宅市場やリ

フォーム市場への販路拡大など幅広く営業活動を行い、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高91,359百万

円（前年同期比5.9％増）、営業利益5,925百万円（同7.6％増）、経常利益6,127百万円（同16.6％増）、四半期

純利益3,518百万円（同21.4％増）となりました。

　セグメントの業績は次のとおりであります。

（インテリア事業）　

　壁装材では、４月に中間価格帯の商品を収録した見本帳「リザーブ１０００」を改訂し、汚れ防止壁紙性能試

験で最高等級のクオリティを持つ「ＥＢフィルム」壁紙などの新しい機能性壁紙を収録して発売しました。

　カーテンでは、10月に教育、公共施設や医療福祉施設などに最適な全点難燃商品の見本帳「コントラクト　カー

テン vol.８」を発行しました。昨今インフラ整備が強化されている医療機関での使用環境を考慮した　　「メッ

シュ一体型カーテン」をはじめとした「メディカルカーテン」を拡充するなど、さまざまなシーンで　ニーズに

合った商品を選べるラインナップとしています。　

　床材では、５月にクッションフロア「住宅用」を、６月に同「各種施設用」を改訂して発売しました。　　また、

７月には、オフィスや商業施設をはじめ、文教、医療福祉施設など幅広い用途に対応するカーペット　タイルの新

作を収録した新見本帳「ＮＴ」と「ＤＴ」を発行しました。

　その他既発行の見本帳収録商品の拡販にも努めた結果、インテリア事業における売上高は78,434百万円　（前

年同期比5.7％増）、営業利益は5,636百万円（同8.6％増）となりました。　

（エクステリア事業）

　エクステリア事業を担う株式会社サングリーンでは、企業間競争の激化などにより厳しい状況が続いておりま

すが、販売促進キャンペーンの拡大など地道な営業活動を積み重ねております。これらの結果、エクステリア事

業における売上高は10,068百万円（前年同期比11.2％増）、営業利益は268百万円（同42.6％増）となりまし

た。

（照明器具事業）

　照明器具事業を担う山田照明株式会社では、節電対策需要への取り組みや、可動式アームスタンド「Ｚライ

ト」などＬＥＤ照明の拡販に注力いたしましたが、照明器具事業における売上高は2,867百万円（前年同期比

5.6％減）、営業利益は19百万円（同85.0％減）となりました。

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（３）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発費は、60百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】
（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）
普通株式 159,000,000

計 159,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）
(平成24年12月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成25年２月７日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 40,188,240 40,188,240
東京証券取引所
名古屋証券取引所
各市場第一部

単元株式数
100株

計 40,188,240 40,188,240 ― ―

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高
（百万円）

平成24年10月１日～

平成24年12月31日　
－ 40,188 － 13,616 － 20,005

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載をして

おります。

①【発行済株式】

 平成24年12月31日現在
区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － ― ―
議決権制限株式（自己株式等） － ― ―
議決権制限株式（その他） － － ―
完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 　 65,500 ― ―
完全議決権株式（その他） 普通株式  40,095,600 400,956 ―
単元未満株式 普通株式      27,140 ― ―
発行済株式総数  40,188,240 ― ―
総株主の議決権 ― 400,956 ―

　（注）　「完全議決権株式（自己株式等）」は、全て当社所有の自己株式であります。

②【自己株式等】

 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社サンゲツ
名古屋市西区幅下
一丁目４番１号

65,500 － 65,500 0.16

計 ― 65,500 － 65,500 0.16

　（注）　当第３四半期会計期間末（平成24年12月31日）の自己株式は、65,500株（発行済株式総数に対する所有株式

数の割合0.16％）となっています。

２【役員の状況】
前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。　

（１）退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日
取締役会長
（代表取締役）　

－　 日比　賢昭 平成24年９月29日

　（注）　逝去による退任であります。　

　

（２）役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日
取締役会長
（代表取締役）

－
取締役社長
（代表取締役）

－ 日比　賢昭 平成24年９月10日

取締役社長
（代表取締役）

－
専務取締役
（代表取締役）

－ 日比　祐市 平成24年９月10日

専務取締役 － 常務取締役 － 日比　東三 平成24年９月10日

取締役　
総務担当兼内
部統制室長　

取締役　
経営企画担当
部長兼内部統
制室長

伊藤　祥夫　 平成24年12月25日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から

平成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る

四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 19,077 21,940

受取手形及び売掛金 ※2
 43,760

※2
 41,009

有価証券 24,511 23,007

商品及び製品 8,613 11,783

原材料及び貯蔵品 1,559 1,141

その他 1,040 1,019

貸倒引当金 △195 △182

流動資産合計 98,368 99,718

固定資産

有形固定資産

土地 19,613 19,469

その他（純額） 8,229 7,953

有形固定資産合計 27,843 27,423

無形固定資産

その他 363 286

無形固定資産合計 363 286

投資その他の資産

投資有価証券 3,363 3,749

その他 12,964 9,642

貸倒引当金 △655 △720

投資その他の資産合計 15,672 12,671

固定資産合計 43,879 40,382

資産合計 142,247 140,101
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 13,476

※2
 12,475

短期借入金 22 50

1年内返済予定の長期借入金 21 23

未払法人税等 1,981 974

賞与引当金 951 480

その他 2,387 2,284

流動負債合計 18,839 16,287

固定負債

長期借入金 140 122

退職給付引当金 2,413 2,605

役員退職慰労引当金 74 79

長期未払金 941 418

その他 428 458

固定負債合計 3,998 3,683

負債合計 22,838 19,970

純資産の部

株主資本

資本金 13,616 13,616

資本剰余金 20,005 20,005

利益剰余金 85,348 85,857

自己株式 △122 △123

株主資本合計 118,848 119,356

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 561 773

その他の包括利益累計額合計 561 773

純資産合計 119,409 120,130

負債純資産合計 142,247 140,101
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
　　【四半期連結損益計算書】
　【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 86,278 91,359

売上原価 61,342 65,513

売上総利益 24,935 25,845

販売費及び一般管理費 19,426 19,920

営業利益 5,508 5,925

営業外収益

受取利息 36 29

受取配当金 53 67

不動産賃貸料 90 68

その他 139 126

営業外収益合計 320 292

営業外費用

支払利息 2 2

不動産賃貸費用 8 2

為替差損 553 32

その他 11 54

営業外費用合計 576 90

経常利益 5,253 6,127

特別利益

固定資産売却益 0 0

その他 － 0

特別利益合計 0 0

特別損失

固定資産売却損 0 1

固定資産除却損 3 53

投資有価証券評価損 63 －

下請代金返還金 － 535

その他 5 2

特別損失合計 73 592

税金等調整前四半期純利益 5,180 5,535

法人税、住民税及び事業税 2,021 1,668

法人税等調整額 262 348

法人税等合計 2,283 2,017

少数株主損益調整前四半期純利益 2,896 3,518

四半期純利益 2,896 3,518
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　【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,896 3,518

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △62 212

その他の包括利益合計 △62 212

四半期包括利益 2,834 3,730

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,834 3,730
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に

取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　１　受取手形割引高

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形割引高 127百万円 191百万円

　

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。 な

お、当第３四半期連結会計期間の末日は金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形 1,487百万円 1,479百万円

支払手形 244 225

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。　

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

減価償却費 865百万円 765百万円

のれんの償却額（注） 40 －

（注）　前第３四半期連結累計期間ののれんの償却額は、平成23年10月に連結子会社株式会社サングリーンが、非

連結子会社株式会社八千代商事を吸収合併し、のれんを一括償却したことにより発生したものです。

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
 （百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日
定時株主総会

普通株式 1,504 37.50平成23年３月31日平成23年６月29日利益剰余金

平成23年11月２日
取締役会

普通株式 1,504 37.50平成23年９月30日平成23年12月１日利益剰余金

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
 （百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月27日
定時株主総会

普通株式 1,504 37.50平成24年３月31日平成24年６月28日利益剰余金

平成24年10月31日
取締役会

普通株式 1,504 37.50平成24年９月30日平成24年12月３日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：百万円）　　

 
インテリア
事業

エクステリア
事業

照明器具事業　
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

売上高      

外部顧客への売上高 74,195 9,046 3,035 － 86,278
セグメント間の内部売上高
又は振替高

－　 3 0 △3 －

計 74,195 9,050 3,035 △3 86,278

セグメント利益 5,189 188 129 1 5,508

（注）１．セグメント利益の調整額は、全てセグメント間取引消去であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：百万円）　　

 
インテリア
事業

エクステリア
事業

照明器具事業　
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

売上高      

外部顧客への売上高 78,434 10,068 2,856 － 91,359
セグメント間の内部売上高
又は振替高

－　 － 10 △10 －

計 78,434 10,068 2,867 △10 91,359

セグメント利益 5,636 268 19 0 5,925

（注）１．セグメント利益の調整額は、全てセグメント間取引消去であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 72円20銭 87円68銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 2,896 3,518

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 2,896 3,518

普通株式の期中平均株式数（千株） 40,123 40,122

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

平成24年10月31日開催の取締役会において、当事業年度（平成24年４月１日から平成25年３月31日まで）の中間

配当を行うことを決議いたしました。

中間配当による配当金の総額 1,504百万円

１株当たりの金額 37円50銭

支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成24年12月３日

（注）　平成24年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

  平成２５年２月４日

株 式 会 社 サ ン ゲ ツ  
 取 締 役 会　御中   

 有限責任監査法人 ト ー マ ツ 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松 井 夏 樹　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 服 部 一 利　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サ

ンゲツの平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２４

年１０月１日から平成２４年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２４年４月１日から平成２４

年１２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期

連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期　連

結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に　対

する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの　基準

に準拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正　妥当

と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンゲツ及び連結子会社の平成２４年１２月３１日　

現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

      ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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